


JCHO
（地域医療機能推進機構）
とは？

老健、地域包括、
ハイケアを併設

保健（健康管理センター）・医療（当院）・福
祉（介護老人保健施設）の3本柱で、地域住
民の健やかな生活を支えます。

開放的であたたかい印象の待合室。患者さ
まに、少しでもリラックスしていただけるよ
う空間づくりにもこだわります。

患者さまやご家族が、迷うことなく目的の
フロアへ辿り着けるよう各フロアを色分
け。ご高齢の方も安心して来院できます。
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当院は、昭和23年に埼玉県
社会保険病院として設立。平
成26年には、独立行政法人 
地 域 医 療 機 能 推 進 機 構

（JCHO）として再出発しまし
た。名称は変われど、70年近
い歴史のなかで「人の和を大
切に 明るく・笑顔で・親切
に」という看護部のモットー
は変わりません。
また、政令都市さいたま市を
代表する医療施設でありな
がら、ほのぼのとしたアット
ホームな空気が流れていま
す。当院の看護師は、「人を
大切にする心」「やさしい心」
において埼玉県随一である
と、みな誇りをもって看護に
従事しています。病気の予防・医療・介護サービスを提供し、

地域の皆様に親しまれ、信頼される病院を目指します。

旧社会保険病院、旧厚生
年金病院、旧船員保険病
院からなる病院群の新機
構名。高齢化社会を見据
え、公設公営の病院群とし
て、我が国の医療を支えて
います。

地域包括ケアシステムの
理想形は、約30分以内に
必要なサービスが提供さ
れること。当院は老健やハ
イケア施設を併設すること
で、地域包括ケアの要を
担っています。

看護部
 について

看護部長 からのメッセージ

■ 病院DATA ■ 看護部DATA

看護部長　文　才理

埼玉メディカルセンターは、健診センター、急性期医療、介護老人保健施設と多様な機能があり地域医療を推進し
ていく強みを持っています。

『常に相手の立場を尊重し､相手の目線で考えることを大切にしてきました｡人の和を大切に明るく･笑顔で・親切に！
をモットーに、埼玉県で一番やさしい病院を目指しています。』 このような前任者からのメッセージを引継ぎ、優し
い良質な看護を提供するために、一人ひとりの看護職が感性の高い自律した専門職としてキャリアアップしていく
ことを支援していきます。そして、JCHOの使命である地域住民を支える看護ができる人財育成を目標として、皆様
と一緒に安心して暮らせる地域づくりに貢献していきたいと考えております。
看護学生の皆様には、埼玉メディカルセンターで働きたいと思って頂けるよう、共に学び合う丁寧な指導を心がけ
ています。さあ、貴方のやりたい看護を埼玉メディカルセンターで目指してみませんか!?
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私達は、病院の理念に基づき、
地域の皆様に「安心と満足」をして頂ける、

心の通った看護を提供します。
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当 院
 について

・病床数395床
・外来患者数１日平均1,300人
・手術件数／年間4,300～4,500件
・診療科目／内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病内科、内分泌内科、血液内科、神経内科、
  心療内科、外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、神経精神科、
  リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、病理診断科、麻酔科

看護師／年間平均約382名体制
看護体制／7：1
勤務体制／二交替制
　　　　　日勤8：30～17：15
　　　　　夜勤16：30～9：00
休日制度／4週8休制



■ メンバーシップ
■ リフレッシュ
　 研修

10月 ■ 尿道カテーテル
　 管理
■ 中心静脈カテー
 　テルの管理

9月■ 薬剤について11月 ■ 老健 納涼祭
　 ボランティア

8月

■ Aコースガイダンス
■ インシュリンを
 　使用する患者さま
　 の看護

個々のペースに
合わせた指導

安心の
プリセプター制度

厚生労働省による新人看護
師の努力義務化122項目に
プラスアルファした137項目
を目標に、1年で80％以上
の達成を目指します。一人
ひとりのペースに合わせて
実践的な指導を行います。

新人看護師を、少し先輩の
看護師（プリセプター）が、先
輩看護師をベテラン研修担
当看護師が、技術も精神も
ともに支えていきます。

新人教育 資格取得
専門・認定看護師
の活躍

資格取得の
支援

専門看護師2名と認定看護
師10分野13名が在籍。感
染管理、褥瘡管理は専従
で業務にあたっています。
活動日を作り、専門外来、
相談等に活躍しています。

認定看護師は、認定課程
や研修が出張扱いになり、
給与が支払われます。専門
看護師は、学校の通学状
況により休職も認められ
ています。

新人看護師から

手術室　福嶌  桃子

看護学生の頃、インターンシップや実習先と
して訪れ当院を知りました。患者様一人一
人に耳を傾け、個別性のある看護を丁寧な
指導で学びました。入職後も、不安な点も
多々ありましたが、プリセプターや先輩方の
ご指導のもと、日々学びを重ね充実した生
活を送っています。

整形外科病棟、老健施設で働く中で「認知
症看護をもっと深く勉強したい」と思い資
格を所得しました。現在は認知症ケアチー
ムの中心となり認知症の人やご家族のサ
ポートを行っています。学んだ知識を活か
せる職場で毎日が充実しています。

糖尿病看護認定看護師として働くうちに、
多くの疑問がわき、大学院進学を決意。成
人看護学を専攻し、慢性疾患看護専門看
護師の資格も取得しました。大学院の講
義で一番印象的だった言葉、「患者が主語
の看護」を目指し実践する毎日です。

   福光 由希子

■ 新人看護研修
■ 心肺蘇生法
■ 血管の走行
■ 採血演習

5月 ■ 心電図モニター
　 の理解と実践

6月 ■ 褥瘡予防の
 　基礎知識

7月4月

■ 逝去時の看護■ 事故防止対策 1月 ■ 振り返り
■ 身だしなみ

2月 ■ 新卒看護職員
　 臨床研修
　 修了証授与式

3月12月

新人研修プログラム

認定看護師から 専門・認定看護師から

認知症看護
認定看護師    村岡  知美慢性疾患看護専門看護師

糖尿病看護認定看護師






